
TELャー0265-81
F戯懸 026581

詈39鮮 41 -35

市
共
●
〓
ヽ
・ん
の
日
々
の
幕
ら
し
に
耳
一■
嗅
け
　
地
域

，
ヽ
来
●
〓長
禦
に
考
え
　
ｔ
ｉ
一阜
来
を

，

）て
十
ら
　
・二が

，
　
■

，
四
年
間
の
プ
ラ
ン
ク
を
■

，
●
え
一ヽ

■
●
県

一姜

彗

■

尋

¨
当

”Ｆ

む
十
〓

頂

い

て

か

ら

三
年

を

経

過

し

＾
Ｌ
卿
●
仕
上

げ

，

一
一

を

■

■

の

■
，

工
ば
り

ま

し

一
、

´
●
■
人

■
た
の
〓
工
出
中

ｉ
ｒ
け

る

　
●

●
本
県
誌

の̈
墓
宏
＾

一
■
つ
グ
一
理
し
て

県

政̈
〓
工
や
ｔ
ｔ

つ
て
ｉ
ｔ

い
●
思

い
キ
■
キ

一昴
Ｉ
の
流
合
を
進
■
■
き
古
■
育
チ
昌
■
´
か
ら
　
前
年
度

”
九
月
読
台
に
■
＾
空
晨
■
■
●
■
■
長
出

）た
，

こ
れ
に
対
し
読
今
側
は
■

，
に
お
け
る
訂
明
不
足
も
あ
―

地
域
●
同
意
■
措
ら
れ
な
い
と

）て
　
〓
●
”
抗
合
案
■
同

意
し
た

■
の
の
六

．^
”
●
合
ヽ
は
言
■
き
ｉ
ｔ
．

こ
”
よ
つ
な
前
県
●
■
■

“
ち
の
高

，
再
編
を
■
ぐ
る
注

乱
の
あ
Ｌ
を
受
け
て
　
ヽ
■

，
上
え
委
員
長
に
■
一●

■
丼
知
事
　
山
口
″
育
長
な
ど
と
迪
青
し
つ
つ
　
●
子
化

叶
■
に
ド
地
元
と
Ｏ
ｉ
令
■
ヽ
一一
ン
セ
ン
■
ス
を
得
て
　
高
●

Ｄ
ｉ
合
は
不
可
人
で
あ
る
こ
と
が
ち
　
た
に
同
意

一ｔ
ホ
一胃

昔
“
嵩
●
　
中
灯
ｉ
ｔ
館
・一■
●

飯
―――
高
校
の
統
合
イ
に
■

う
き
　

，
山
ｔ
と
顔

‐――
高
性
　
飯
田
■
■

ｔ
気
田
長
姫
高
校

ｒ
●
合

＾
の
準
価
や
　
丸
子
修
７
皓
高
性

＾
の
二人
！

，
■
つ

設
置
　
‘
■
〓
０
高
●

＾
ｎ
多
部
刊

■
早
●
制
つ
導
入
　
事

輪
Ｌ
修
高
●
”
多
部
詞
　
単
●
副
ｒ
●
■
た
準
備
な
ど
新
た

な
ｔ
＾
Ｆ
な
ど
＾
●
損
げ
′
ら
け
■

一ｔ
一　
一爵
雷
暴
↑
〓
局
¨
Ｐ
イ
中
に
■
■
工
■
ス
〓
一う
に
　
一■
＾

〓
工
＋
●
〓
唾
は
十
一”
ｔ
Ｌ
だ
や
艤
７
■
〓
■
■

，
つ
”
焙
賢
〓
“
●
ヽ
本
上
葉
●

神
〓
ｉ
ｎ
ご
町

，
■
ｒ
■
´
需
¨
“

つ
¨

，
，

た
切
Ｌ
●
■

一ｍ
■
一

■
一
辛

¨，中

●

本

一一
こ

胃

―
一

上
●
ヽ

一せ
■
■
・は

じ
■

●

界

■
●

■
日
を

集

め
＾

千

口

■
ヤ

ー

初
さ

せ
ス
■
ｔ

，
■

●

〓

〓

書

ス
と

）て

■
ｒ
二

一成

一■

一
■

し

た

l

委員長とtr[界中のL々 木県議

中
心
市
街
地
再
生
支
援
事
業
を
創
設

●
洞
に
し
た
中
心
市
街
地
を
■
■
化
す
る
た
め
に
市
町
村

と
巡

，
し
つ
つ

賑
″
い
の
す
る
ま

，，
、́．く

，
に
一資
す
る
県
●

Ｉ
策
■
■

ら̈
出
す
よ
う
要
請
に
対

´
県

，
長
野
県
キ
■
市
行

地
活
性
化
■

，
ま
卜
τ
設
置
し

十
■
市
●
地
Ｉ
ｔ
化
に
向
け
た

ｉ
■
を
実
施
十
る
た
め
の

「中
心
市
行
地
支
一■
市
÷
」
実
施
す

一●
一
一ル
一ヽヽ
な
つ
一
一

長
野
県
産
業
振
興
戦
略
会
議
設
立

長
野
■
産
業
振
興
戦
略
プ
ラ
ン
を
一́
に
言
い
た
餅
に
し
な

●
■
う
に

更
に
■
体
的
な
漱
世
日
愕
を
訳
〓
し

年
に
〓
七

に
到
達
直
″
明
碓
に

）で

日
標
■
成
に
対
す
る
せ

，
管
理
′

●
う
■
う
に

，
ｉ
し

産
業
界

常
フ、〓
な
ど
か
ら
人
選

一
一長

野
県
こ
喪■
振
興
戦
略
会
議
」
を
設
±

て́
、
ア
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
”
状
況
を

，
証
す
る
こ
と
に
な
つ
た

上
伊
那
医
療
圏
地
域
医
療
再
生
計
画

更
に

Ｉ
■
点
問
で
は
　
上

，
Ｔ
公
立
病
院

（，
那
中
央

■
院
　
昭
和
口
［
〓
＾
■
■
に
　
』Ｆ
Ｌ
「
院
）
の
！̈
携
を

，
化

」

亡
■
　
●
児
科
Ｅ
の
不
』〓
ヽ
と
　
地
域
Ｌ

，
の
抱
え
る
「
Ｅ
を

解
■
十
る
た
■
に
　
県
■
中
心
に
な
（
て
工
奎
　
助
言
■
を
要

言
し
　
な
十
三
一●
院
に
お
「，
ス
＾
柱

副
　
口
●
ｊ
イ

一Ｌ
”
潮
の

二
仁
日
は
●
■
本Ｆ
Ｗ
二
一ア
童
ｉ
う
・ヽ所
属
し

特
に
初
当
選
以

来

〓
員
し
て
■

，
紅
ん
で
〓
た
　
駒

，
■
市
内
の
県
Ｅ
■
”

特
に
駒
ヶ

，
一“
院

西
駒
■
の
老
朽
化
に
■
う
建
て
替
え
た
一■

設
準
備
に
つ
い
て
　
●
力
的
に
取

，
，

■
で
き
ま
し
た

Ｌ
Ｉ
配
‘
に
■

，
，

■
を

，
‘
品

，̈
一　
´

た
は

，
全
“
と
し
て
の
Ｌ
素

；
性
“
詢
の

，
信

に
よ

，

Ｌ
●
コ
の
再
生
■
国
る

「上

●
Ｔ
一Ｌ
量
同
地
ユ
Ｅ
撃

，
生

計
画
」
力
策
定
と
　
国
が
■

●
す
る
た
●
Ｆ
〓
再
ｉ
」聖

，

特
］̈
父
■
令
十
Ｆ
ｆ
と
し
た

地
●
匡
ｉ
再
●
■
全
二
十
億

Ｆ
を
計
Ｉ
」し
　
■
一Ｌ
Ｔ
る
こ

，
一●
一■
っ
た

駒
ヶ
根
病
院
の
体
制
整
備
を
要
望

考
朽
化
し
た
詢
ヶ
根
特
院
崚
ヽ
と

時
代
の
変
Ｌ
に
ヽ
一Ｌ
し

た
体
制
整
●
〓
要
請
し
　
駒

，
根
市
内
■
県
市
●
■

西
『

綺
　
〓Ｉ
■
人
量
〓
と
直
携

）
福
址
　
Ｌ
Ｆ

菫
■

，
の
一
世

一

体
の
京

，
組
■
を
提
言

）た
．

県
で
ヽ
「
ヶ
■
病
院
を

］■
■
恒
世
竹
院
と
―
´́

●
ｔ
分
な

機
能
と

一品
い
医

，
員
境
を
整
え
一
掃
一設
に
改
黎
■
　
ス
ー
バ

ー
故
ち
一
な
ど
ま
ｉ

急
性
期
Ｆ
漬

一民
向
で
対
応
で
き
な
い
治

●
困
証
な
点
一昔
の
一ｒ
■

一杖
急

を
生
勁
●

，

■
●
デ
イ

，
ア

市
朋
＾
⊥
■
な
ど

り
＾
ピ

，
テ
　
ン
ヨ
ン
ヽ
の
社
市
中
な

ケ
ア
を

，

■

地
■
７
ツ
ト
ワ
　
ク
部
門
そ
村
設
し
　
ｉ
ｔ
駒

″
■
●
し
整
備
写
夫
を
■
進
中
で
¨
る
と
し
た

ま
た
　
●
■
の
一Ｌ
●
■
に
ｔ

，
ュ

，
テ
イ
ー
に

，
‘
十̈
期

し
　
■
●
〓
一キ
■
′
心

）ｔ
ｉ
け
入
れ
ら

，ｔ
る
よ
う
■
“
設

と
態
勢
を
セ
え
て
ほ
し
い

更
に
　
民
間
に
チ
託
さ
■
た
一■
ド
」
つ
い
て
は
　
人
ｔ
き

言
に
不
満
が
あ
る
と
指
摘
し
要
望

一
ｔ

こ
れ
に
対

県́
で
は
　
独
二
●
政
法
人
な
ら
で
ド
の
　
多

様
な
勤
ヽ
形
態
”
■
ス
　
ｎ
ｉ
病
院
の
特
長
を
活
●

〓
に■

修

ン
ス
テ
ム
の
構
■
に
よ
る
　
Ｌ
師
亭
●
祀
保
に
基
り
紅
ｉ

な
ど
　
■
―
ビ
ス
の
低
下
を
相

”
●
よ
う

，
力
■
る

職
貝
に
対

）で
は

病
院
一

，
こ

宮
■
院
職
員
督
議
会
」
を

調
に
し
　
■
■
行
Ｌ
法
人
を

，
に
伴

，
′職
員
の

，
メ
■
一型
ヽ

美
十
年
に

．^
い
て
証
明

■
，

日
一
父
換
を

，
施
し
た
い

よ
一
一
●
院
ル
●
（■
●
得
〓

一
環
で
あ
り

ι
烹
な
た
贅

量
と
言
ｉ
さ
ｔ
の
満
足
●
に
配
慮
し
た
は
土

，
ｉ
一

，

＊
Ｌ
県
産
米
ｔ

一野
菜

ヽ
極
力
地
元
の
業
す

か
ら
購
入
す

る
な
ど
　
地
亡
地
消
―こ
ち
取

，
■
ん
で
行
′ヽ

西
珈
郷
人
青
者
の
地

，
，

●
に
つ
い
て
は
　
不
人
や
〓
設

者
の
意
Ｌ
を
充
分
に
置̈
識
し
て

拍
速
に
行
わ

な
い
よ
う
に

ｔ
た
　
新
規
や
再
入
所
ぞ
希
望
す
る
障
害
者
に
つ
い
て
Ｌ

出
来
る
限

，
つ
受
け
入
■
こ
　
そ
ヽ
化
し
た
施
設
●
耐
震
化

，
ど
の
改
普
策
を
速
や
■
に
実
施

Ｆ
る
よ
う
に
要
望
し
た

人
可
ｔ
の
地
●
移
行
に
あ
た
つ
て
‐ｔ

利
澪
者
の
自
己

，

ｔ
″
一尊
重

一　
画

一
的

強
制
申
に
進
め
す
′
〓
な
移
行^
の

受
け
皿

，
用
意
し
　
宗
■
”
ｉ
向
に
配
●
¨

利
用
す
が
■̈
●
生
活
を
泄
続
で
き
な
く
な

っ
た
場
合
に

い

．^
で
も
再
入
所
一■
●
る
〓
う
ｔ
制
■
整
備

〓
は
　
只
土
病
院
”
狐

十
■
一堅
‘
■
化
に
円
し

て
　
■
■
■

， 悴
■
■
に

移
行
す
る
こ
と
‐■
■

，

，
′　
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
か
ら
な
い
ム
う
に
ｉ

分
に

，
『訂
■
一菫
ね
　
病

院
で
置
く
Ｆ
師

菫
■
崚

師

証
〓ｉ

，
●
身
分
の

一ＩＴ
生
■

■
，

■
●
不

『

γ
振
病
院
に
つ
い
　
●
〓
罐
●
■

安
″
Ｆ
晏
０
，４
■

，
に

，
■
て
ほ
し
い

FB力 ,市●●
=院

瑣単■の良5八 ■■ヶt●
=

耐
寝
化
―こ
う
い
て
は
　
耐
震
に
ブ

「
′
ラ
ム
に
お
一
´
頂

●
工
事
を
実
施
し
　
地
域
移
行
の
よ
ユ
を
見
な
が
ら
　
施
設

静
世
視
の
計
」
言
に

，
刀́
″
）し
て
い
キ
●
いヽ
●
し
た

ま
た
　
昭
和

，
向
な
ム
〓
”
Ｌ
に
つ
い
て
は
　
全
県
［
な
医

師
不
足
と
地

，
全
土
病
院

と
し
て
の
■
制
等
に
つ
い
て
　
彙

の
見
■
を
質
す
と
と
Ｌ
に
　
―
任
那

，
教
命
枚
急
体
制
の
菫

備
に
¨
た
０
て
　
Щ
域
七
Ｌ
ヽ
の
情
”
開
示
や
要
望
を

Ｔ
分

に
■
＾
収
る
こ
こ
ち
に
　
光
”
の
ヽ
世
話
―‐―――
委
員
合
の
証
ｉ

に
お
い
て
ヽ
能
Ｔ

一
分

ど
評
忙
さ
れ
　
地
域

＾
，

不
安
感
●

Ｅ
が
っ
一
お

，
　
こ
■

，
京

，
摯
く
努
力
を
要
請
し
た
．

Ｆ
で
は
医
師
確
保
対
策
事
業
を
実
施
し
て
二
師
砿
保
に
■

力
を
挙
げ
て
お

，
　
一
■
一●
工
医
●
口
地

，
Ｆ
素
再
生
計
画
」

で
は
　
■
急
Ｌ

，
体
制
に

，
い
て
異
ｔ
中
真
病
”
の
地
域

，

急
Ｌ

，
ｔ
ン
タ
ー
ル
Ｌ
ｉ
し
　
三
ム
ヽ
急
区
”
の
拠
点
と

，

せ
て
整
備
し
　
唱
「
Ｆ
南
社
合

，
院

亡
長
野
市
嗜
に

．́
い
て

ち

　

一ユ
■
を
Ｆ
■
を
■
持

し
　
■

，
Ｔ
医
療
口
●
”

，
急

Ｌ
■
を

一
一匹
的
に
管
理
す
る
　
〓
制
■
ヽ
た
″
持
つ
■
れ
を

性
術

〓
●

熊
能
評
値
要
員
会
の
証
“
に
よ
り
　
地
域
の
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
か
●
し
た
が
　
ヽ
命
ヽ
急
ｔ
ン
タ
ー
●
咤
上
が
　
■

急
を
ｉ
け
―■
●
な
い
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
こ
こ
々
一　
地
域

の
皆
様
●
理
■
し
て
ヽ
ら

，
よ
う
に

，
力
■
る

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
戴
い
て

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

下
さ
い

長
野
県
新
経
済
対
策

平
成

一十
年

，
嗜
”
世
界
的
■
不
況
を
受
け
て
　
●

１、
ら

，ｔ
十
年
前
■
皓
Ｉ
●
勁
の
■
慌
に
あ
っ
て
　
積

，
財
Ｌ

に
よ
●
日
本
の

，
市
●
機
″
メ
●
た
　
一品
橋
足
清
を
円
に
ヽ

極
的
な
財
政
』
動
要
請
し
　
桂
清
ｔ
に
の
売
眼
と
企
業
渕
産

防
上
の
た
”
　
積
極
「
な
金
融
政
策
と
履
用
茫
保
●
ｔ
●
の

■
●
資
栞
整
備
■
の
大
幅
な
増
額
を
提
言

こ
―し
ら
の
提
言
″
■
け
て

県
で
は

，
■
一
年
度
は

全
庁

■
げ
て
県
民
生
活
や
県
内
■
済
等
の
下
霙
の
解
消
と
早
期
”

安
定
′
図
る
た
め
に
緊
急
ｉ
青
寸
贅
本
■
●
設
置
し

「

一百

八
億
円
の

「長
坪
県
７
急
経
済
対
策
」
″
実́
施

Ｌ
に
二
十
二
年
度
Ｌ
「
対
策
に

，
き
続
き
　
■
■

健
ヽ
な

ど
成
長
■
見
込
ま
れ
る
分
野
の
　
岸
一
一一ヽ罰
］中
な
ど
を
日
標
と
し

一
、
■
四
〓
四
―
億
円
の
「長
苺

，
新
経
済
対
策
」
を
曼
施
し

，
極
¨，
政
政

，
の
方
向
に
大
き
く
舵
“

，
″
≡
る



地
球
温
暖
化
対
策
に
光
害
対
策
を

地
球
邁
暖
ｔ
４
策
を
■
く
Ｌ
民
に
誓
ｔ
す
る
た
■
〓
　
長
野
■

独
自
の
環
●
イ
＾
ン
ヽ
年

，
実
■
を
提
〓
ｔ
　
ｉ
晴
に
対
策
●

一

環
と

一て
光
外
ヽ
４
●
」

，
■
　
●
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
■
や
コ
ン
Ｌ
に

等
，

一■
●
●
業
■
自
粛
や
一■
間
¨
Ｐ

，
時
Ｐ

，
置
ｔ
ど
　
一フ
イ
■

ィ
ウ
ン
■
■
ン
＾
―
ン
に
よ
―

一Ｃ
０
２
の
削
減
ビ
標
」
十
輌
４
忙

に
■
Ｅ
し
　
ヽ
掃
」］
ｒ
参
即
〓
■
専
■
・要
〓鳴

呼
■
に
　
言
―――
旱
●
フ
エ
ア
２
０
０
１，
■
長
野
市
ビ
ッ
ク
ハ

ッ
・
で
闘
「ヽ

業
■
　
業
ｔ
ご
と
の
出
ユ嗜
〓
年
蔵
〓
し
て
　
ｉ

■
化
対
策
に
颯
―
■
ル
中
●

Ｆ
捏
ｉ
¨
■
施
し
て
い
る
ラ

イ
ト
″
ウ
ン
キ
ヤ
ン
＾

‐
ン

Ｆ
　
具
向
上
＋

，
，
，

加
を

工
‘
“
け
　
　
一＋
■
一士
●
参

“
ｔ
議
は
　
一三
ユ
た
施
設

，

ラ
ッ
タ
イ
ル
ミ
■
　
シ

ョ
ン
一　
　
一ｔ
■
●
■

ｔ^
タ

一フ
イ
ト
ィ
ウ
ン
）

一́●
●
て

一́
・リ
　
ム
『″●

●́
¨
「「
■

，
¨
〓
ヽ

崚
，
■̈

一
で
一
〓
■
一」

「知
・徳

体
」

一
体
の
道
徳
教
育
を

キ
〓
●
■
●
武
遺
■
言
ｒ
必
●
■
に
向
け
て

武
遺
十
「
Ｉ

一

■
体
〒
ヤ
■
な
師

，
拮
■
「
ｔ
ｔ
を
□
る
ｔ
「
に
　
苺
ｔ

，
ｉ

に
■
●
長
具

，
議
会
を
早
急
に
■
ち
卜
げ
る
Ｌ

，
Ｉ
■‐
〓
丼
社

言
　
Ｌ
に
　
コ
暉
●
流
　
日
際
大
会
　
■
一〓
苦
ｔ
蔵
■
　
武
道

責
”
の
振
興
ｎ
ｔ
“
Ｉ

「県
土
武
道
嗜
」
の
■
■
〓
要
請

卓
■
に
　
■
●
体
肯
振
ユ
市
貰
を
打
＋
し
　
そ
”

一
■

ど

一

■
■

，
直
卜
武
●
希

早
〓
践
●
資
に
よ
―
　
セ
”
●
■
●
〓

〓

述
，

し
て
武
Ｌ
一■
Ｆ
十
■
進
Ｌ
■
●

県
土
武
道
崎
に
つ
ヽ
■
●
　
■
●
昴
う
■

，
キ
有
「
■
Ｆ

■
「
Ｌ
一
い
く
こ
と
■
人
切
　
い
う

・、
ム
・十
二
共
■
′
■
で
●

，
　
肛
Ｆ
オ
カ
「
で
■
く
ヽ
市
さ
せ
て
い
た
■
」
て
　

， 叫
阿
き

に
Ｆ
■
Ｉ
た
い

森
林
の
育
成
と
林
業
担
い
手
の
確
保
を

＋
Ｌ
豊

い
●
Ｌ
沐

，
■
０
く
■
　
京
■
的
な
深

一
■
■
の
Ｆ

尺
―■
■
・な
●
■
い
る
か
　

一
■
森
■
　
ヽ
十
”
―
さ
く
■
●
〓

人
●
″

´
い
●
●
¨
〓，
る
　
■
業
０
担
い
千
●
育
成
や
問
ｉ
材

を
利
月
し
た
Ｆ
Ｅ
一に

，
し

一
　
ｔ́
レ

，
ヽ
ス
　
ー
ブ
■
●
■
■

に
一．
い
て
質
し
た

県
で
に
　
＾

´
，
・
ス
ト
ー

，
■
〓
の
導
入
を
推
Ｌ
■
４

市
町
●
″
一■

，
十
る

「森
の
エ
ス
■
キ
ｌ
ｔ
Ｌ
事
業
」
充
実
十

る
と
よ
う
‐■
　
“
肯
●
れ
い
■
力
相
野
■
Ｆ
■
‘
ｔ
“
　
中
■

合
な
ど
を
〓
ｉ
十
る

「ヽ

し
い
ホ
業
ｉ
首
言
す
成
専
半

一
〓
●

設

）

■
●
の
保
全
と
育
●
を
図

つ
て
い
き
た
い
．

■■

"■

によ
`■

,■ るさL■■

平
成
二
十

一
年
責

環
境
商
工
観
光
委
員
会

た
０
福
祉
１

平
ヽ
二

十
一
年
度
ュ

■
●
両
工
乱
ｔ
姜
員
会

―■
所
属

一
■

に
厳
し
い
●
吉
〓
況

，
中
で
こ
　
と
キ
¨
活
ｔ
に
と
雇
用
対
策

Ｌ
に
は

，
の
〓
置
や
環
●
″
■
ｉ
″
■
一　
疑
光
村
■
■
に
つ
い
一

取
，
■
ん
〓
キ
■
一し
た

一握
用
門
麺
に
つ
い
て
は
　
「雇
用
ニ
モ
最
大
の
福
社
で

，，
る
」

こ
の
観
点

“
ち
　
新
し
』
●
＋
を
典

て́
ヽ
極
峙
に
”
卜
を
剖
出

し
て
　
共
＋
〓
に
対
十
４
■
―
プ
テ
ィ
子
ッ
ト
の
ｉ
■
と
　
雲
〓

避
範
と
し
て
雇
用
創
出
間
三
暮
●
の
積
極
［

“
活
用
に
よ
―
　
更

に
多
く
”
■
■
せ
を

，
市
■
ろ

うヽ
に
提
言
Ｌ
　
一一〓
一　
・尚
●
〓

業
予
定
昔
■
Ｈ
し
い
●
“
十
九
¨
ち
　
ｉ
長
で
き
な
い
新
〓
イ
を

■
●
入
■
る
企
業
に

，
し
て
　
県
が
●
極
的
に

，
信
資
を
計
し
う

よ
う
に
要
請
し
た

Ｅ
用

，
出
に
´́
い
て
Ｌ
　
二
―

一
年
一●
当
●
で
は
■
●
町
■
■

●
こ
几
百
八
つ
犀
用
を
碇
■

一更
に

，
刀
　
平
成

一十
二
年
度
上

初
で
は
ヽ
四
〓
六
百
八
ぞ
予
定

て́
い
る
．

■
●
で
き
■
」
所
■
言
を
■
●
生

‘
し
て
■
●
ス
ｉｔ
る
た
三

に
対
し

，
に
　
「■
●
■
ｉ
咆
‘
〓
共
●
育
ユ
〓
業
一
●
た
村
設
し

］ホ
●
一　
一́
■
ス
Ｆ
Ｌ
ｒ
ｉ
一う

Ｆ
■
　
ジ
〓

，
●
フ
ェ
膚
■
↑
〓
に
　
■
生
■

●̈
■
●
■
長
員
を

虻
置
一
ろ

〓
尚
〓
‘
キ
寸
一●
■
●
ｉ
■
と

″
，

た

一文
柾
十
る
一

観
光
立
県
長
野
の
再
生
を
‥

Ｌ
■―
上
之
公

，
寸
■
、
ラ
マ
に
や
　
哄

，
　
■
討
■
ど
●
丼

●
と
し
´
、　
に

，――
七
●
サ

エ
■
る
よ
―
に
仕
●
け
て
ｒ
オ

・
一

霞
光
言
■
ｉ
閂
■

一聟
元
二
Ｌ
長
野
●
再
生
と

県
晨
す
●
■

●
´
ｔ
ｉ
な
し
¨
■
¨

訴
′
”
促
進
に
■
ア
で

，
る
こ
と

，

”

親
ｔ
ｉ
■
音

，
〓
ス
ヒ
ケ

，
テ
イ
●
山
■
●
こ
●

，
●
■

虹
に
一　
二

■
責

の

苦
ｔ
＋
　
元
普
■
キ

の

ビ
開
帳
や
二
―

一〓
度

‘
諏
訪
大
●

，
御
■
摯

キ
大
型
イ
＾
ン

、
１

，

■
て
　
中

一
根
市
Ｉ
証

■

●
開
缶
　
一．
Ｉ
二
十

年
＾
等
●
行
事
■
　
観

ｔ
資
工
七

一
一
■
用

¨

●
■
言

■

，

心
〓
■

・
■
¨

県
で
は
一　
Ｉ

Ｅ

，

■
ら
　
Ｉ
Ｒ

ビ
タ
イ
ヤ

ツ
′
し
■

「情
――
■

ス

1150年 奈 とJ枷 慎●光前■

ヽ

テ
イ
ネ
ー
シ
〓
ン
キ

ヤ
ン
ｔ́
　

ン
■
■
■

）

大
型
イ
＾
ン

・
■
の
話
各

，
■
進
を
国
る

「
Ｄ
Ｃ
実
施
●
■
」
を
苛
議
し

饒
■
吾
業
者
な
ど
キ
■
■

と

一
た
　
一
ス
ｔ
夕

，
テ
イ
向
上

の
ｔ
“
●
証
●

■
ど
ケ
一〓
拉
■
る

Ｉ
一
ス
ビ
タ
ー
テ
イ
「

二

，
■
」
を
■

に
十
る

，
た
　
信
川
●
４
１
情
報
■
ビ
に
　
′
ン
タ
ー
“
′
―
を

通
し
て
県
『
●
〓
観
光
に
出
す
る
■
イ

、
●
〓
〓

渇
■
す

る
よ
―
に

，
■
‘

光
前
■
の
開
「

二

百
五
十
年
祭

，
ボ
ス
ク
　
ｉ
　
　
ｔ
期
［
Ｆ

●
人

，
日
の
口
〓
　
」」
お
い
て
民
示
す
４

，
，

■
●
て
い
０

県
有
施
設

へ
省
エ
ネ
設
備
の
導
入
を

■
年
　
天
勝
光
を
利
Ｆ
し
た

，
―
ラ
ｌ
ｉ
電
　
不
章
■
●
う

た
小
型
本
「
発
電
機
等
　
環
境
に
ヤ
で
し
い
一
Ｔ

，
ギ
ー
一
一

一
方
　
の
導
入
　
県
●
ｉ
千
¨
●
●
揆
に
省
エ
ス
議
術
の
導
入

■
〓
　
Ｌ
´
キ
■

）
一
県
●
対
策

，
推
進
し
　

，
ビ
ー
ル
一
る

よ
―
に
ヽ
Ｆ
■
る
と

こ
■
に
　
Ｆ
●
問
題
を
き
一
●
け

，
ｉ
”

■
■
と

，て
　
新
た
■
■
●
こ
業
を
興
す
こ
こ
を
■
■

こ
れ
ｌｉ
対

し
て

■
で
は
県
市
施
設
太
陽
ｔ
ｉ
竜
導
入
Ｆ
業

や
、
な
共
施
設
‘

工
■

グ
，
―
ン
化
“
進
事
業
な
ど
に
よ
―

県
，

な
用
草
〓
〓
●
声

―
”
■
人
■
　
■
●
〓

■
■
　
■
■
●
さ
セ
ン

タ

ー

あ
さ
■
革

匿
■

Ｉ
言
者
掲
■
セ
ン
´
―

な
ど
―■
　
■
場
■
バ

，

，
■
の
●

一
，

■
備
を

『

ヶ
収
病
院

，
“
■

に
＋
い
　
省
工

，
設
備

を
，

入
十
る
な
ど
　
県

●
ヽ
ヽ
〓
‘
■
一
ら

，

Ｉ
ｔ
　
〓
ｔ
ｉ
■
●
〓

〓
“
Ｌ
を
推
進
十
う
市

■
■
に

，
し
て
も
捕
“

″
Ｆ

〓

ヽ
い
‘

生
ご
み
の
減
量
死
と
不
法
投
棄
の
防
止

生
ビ
■
●
処
理
に
つ
い
て

『

ヶ
根
市
や
■
●
那
ｔ

，
の
地
把

化
●
事
例
を
オ
■
に
　
地
域
Ｌ
で
「
ン
パ
ク
ト
に
処
理
十
〓
万

〓
に
つ
い
て
提

宮
十
■
〓
■
■
ｔ
　
食
＾
■
Ｌ
を
減
ら
十
■
〓

と
し
て

『

，
Ｉ
Ｉ
Ｉ
メ
”
ツ
■
●
の
漱

，
ｎ
ｉ
な
ど
を
向
七

し
て
　
食
＾
＾

一た
＝
理

，
■
ら
ｉ
る
折

，
〓
”
誦
■

「ｔ
〓

―
パ
ッ
ク
」
の
音
■
と
ヽ
■
を
提

言

ま
た
　
『
ヶ
根
市
内

■
〓
”
亀
工
物
の
不
‘
投
工
■
　
不
適

「
な
県
管

な
ど
の
事
例
■
あ
る
こ
と
か
ら
　
速
や
か
な
■
●

と

県
●
監
視
指
導
体
制
の
■
に
を
要
望

量恨に大リーL光 電を導入した仕■

県
で
は
　
資
工
僣
ら

，
ス
テ
ム
埼
集

，
業
と

し
て
　

，
資
●
＋
に

お
け
う
●
べ
残

十́
減
〓
す
●
ら
Ｌ
モ
デ
ル
写
＋
〓
　
訥
計
地
域

，
実
施

し
た
●
具
に
■

一
●
■
　
●
Ｉ
Ｉ
バ
ツ
′
′
活
用
″
一推
〓

し
　
普
及
に

，
■
て
い
う

騎

ヶ
根
市
■
ホ
「
●
た
■
¨
”
過
剰
埋
い
■
で
の
事
「
に
つ

い
て
は
　
０
■
命
令
を
出

¨
一
■
ｔ
指
導
Ｔ
で
わ
る

ま
た
　
今
●
■
■
投
■
■
＋
”
Ｌ
＋
る
た
め
に
　
県
「
■
地
■

，
ヽ
所
に
Ｌ
●
”
●
４
員
を
■
置
し
　
監
Ｉ
■
●
体
れ
●
強
化
に

′
「
一
い
■
●
一
い

青

年

海

外

協

力

隊

Ｏ

Ｂ

の

活

用

を

―

口
眸
』
力
の
拠
点
で
●
ろ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年

，
■
い
力
隊
『
一
良
訓

■
所
で
は
　

，
十，
ア
ヽ
の
川
練
Ｆ
Ｔ
生
を

，
卜
に
工
遺
し
　
国
際

貴
，

●
活
澤
し
て
お
―
　
は
員
と

）
■
●
海
外
■
の
貴
重
な
“
颯

を
　
地
域
で
■

，
せ
る
工
■
●
仕
組
●
づ
く

，
と
　
Ｏ
Ｂ

，
屁
「

促
■
を
要
請

二
十

一
年
度
で
は
「
六

十
■
”
長
野
県
出
身
十
■

青
年
‘
朴
“
「
は
キ

ン
ニ

ア
海
外
■
ラ
ン
テ
イ
ア
‘

一て
■
服
中

Ｌ
で
は
１
１
Ｃ
Ａ
い
カ
ヒ

「，
，

Ｒ́
，

■
，
一フ
＾
レ
■
一

支
ｉ

　
ｏ
Ｒ

，
上
嶽
に
つ

い
て
も
卜
に
●
■
ｉ
今
キ

七
連
お
し
て
対
応

健
康
産
業
の
創
出
と
自
殺
防
止
対
策

性
庁
注
■

一
●
与
え
■

，
４
１
●
■
■
く
　
●
ち

，
力

一一
十

る
も
の
で
あ
る
　
心
に
つ
■
―
を
持
一
て
豊
か
に
暮
ら
せ
　
子
●

を
■

，
市
て
う
こ
と

，
出
来
■
■
良
県
〓
日
指
し
て
　
健
京
を
キ

ー
リ
ー
●

‘
し
て
　
よ

，
日

，

な
共
同
「
係
″
集
い
て
い
●
ろ

健
康
ｔ
■
の
自
設
ｔ
　
＾
●
ス
ツ
ー

，
，

ム
に

るヽ
観
光
●
業

，

再
興
年
に
上
‘
　
■

，
つ
テ
■
化
に
つ
い
て
■
一一Ｌ

ま
た
　

，
代
は
ス
ト
レ
ス
社
会
Ｌ
ｉ
ル
れ
　
過
贅
●
ス
ト
レ
ス

か
ら
ヽ
々
な
社
会
門
廻
■
生
し
て
お
リ
　
ロ
段
‘
が
急
増
し
て
い

う
中
で
　
ヽ
●
■
ら
ぐ
環
●
¨
整
備
上
自
■
対
策
●
強
化

，
要
望

県
に
　
長
野
県
一■
●
■
十
年

，
中
で
健
康
分
野
を
　
■
し
い
〓

業
つ
く

，
の

，

こ
し
て
推
遣
十
る
こ
と
〓

一　
，
，７
●
道
卜
推
進

事
業
に
　
停
‐――
メ
デ
ィ
カ
■
ン
　
ズ

■ヽ
■

，
業
■
■
設
　
ま
た

信
「
道
“
誘
イ
ｉ
ｔ
■
■
■
ど
で
市
町
■
●
〓
〓
　
森
■
ヤ
ラ
ビ

な
ど
■
宣
り
●

■
」十
年
プ
ラ
ン
″
一開
ｉ
　
発
行
中
で
あ

，●

自
■
ヽ
ヽ
と
し
て
は

　

「長
野
県
日
段
対
策
拉
進
計
画
一
■
二

一
二
年
二
月
に
策
ｉ
し
　
二
十
四
年
ｔ
十
日

，
午
〓
と
し
て
　
ｔ

合
［

「
つ
¨
某
Ｌ
に
自

，
ヽ
＾
を
推
進
し
　
口
役
対
策
推
進
ζ
業

■
憶
化

一て
　
長
野
県
百
千
■
“
情
報
ｔ
ン
タ
ー
を
設
置
千
る

青年 ,外H力
`詢

ヶ,ヨ「薇所


